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領域毎 even-parity不連続因子（領域毎 EPDF）を適用したモンテカルロ（MC）計算手法を開発した。本手法

では領域毎 EPDF から求まる中性子の透過および反射係数に基づいて、領域境界で中性子を透過もしくは反

射させる。検証計算の結果、本手法は統計的不確かさの範囲内で MOCの参照解と一致した。 
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1. 緒言：決定論的な中性子輸送計算では、SPH法や不連続因子を用いて空間均質化誤差を低減化してい

る。一方で、多群 MC計算ではこれら均質化誤差低減手法の適用は進んでいない。近年、even-parity中性子

束に対する不連続因子として領域毎 EPDF[1]が提案され、MC計算に適用可能であることが示唆された[2]。

そこで本研究では、領域毎 EPDF を適用した MC計算（DF-MC計算）手法を開発し、妥当性を評価した。 

2. 方法：図 1に示す 2 領域問題を考える。ここで𝑓, 𝜓は領域毎 EPDF、角度中性子束をそれぞれ表す。領域

毎 EPDF と角度中性子束の関係式から、領域境界における中性子の透過係数および反射係数が求まる。DF-

MC計算では中性子がメッシュ境界を通過するとき、透過および反射係数と乱数の大小関係から中性子の透

過および反射判定を行う。透過・反射後は中性子の追跡を継続する。 

3. 計算結果および考察：本手法を

多群アナログモンテカルロ法によ

る固定源計算に対して適用し、2群

1 次元平板カラーセット体系（図 2）

を用いた検証計算を実施した。ピン

セル単位の領域毎 EPDF および均質化パラメータ

は MOC計算によって求めた。非均質体系で MOC計

算（参照解）を、ピンセル均質体系でヒストリー数

5 × 107の DF-MC計算をそれぞれ実施し、全中性子束相対差異の絶対値を評価した（表 1）。DF-MC計算は統

計的な不確かさの範囲内で MOC の参照解と一致しており、本手法の妥当性が確認できる。今後の課題とし

て、DF-MC計算手法を非アナログモンテカルロ法や固有値計算へ適用することが挙げられる。 
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図 1 2領域問題における領域毎 EPDF と角度中性子束、透過係数、反射係数の関係 
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表 1 ピンセル単位全中性子束相対差異の絶対値(%) 

平均値 最大値 

0.02±0.02 0.1±0.1 

相対差異=(DF-MC計算-MOC計算)/MOC 計算 

 
 
 
 
 

 
図 2 2群 1 次元平板カラーセット体系 
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